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井
伏
鱒
二
「
多
甚
古
村
」
同
時
代
受
容
分
析

松

本

和

也

Ⅰ

〝
流
行
作
家
〟
と
し
て
の
井
伏
鱒
二

昭
和
一
〇
年
代
半
ば
、
井
伏
鱒
二
は
〝
流
行
作
家
〟
と
称
さ
れ
る
地
位

に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
山
時
鳥
「
流
行
作
家
の
実
体
（

）
井
伏
鱒
二
の
巻
」

5

（
『
読
売
新
聞
』
昭
一
五
・
五
・
二
四
）
で
は
、《
井
伏
文
学
の
流
行
は
、

大
部
分
そ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
希
有
な
感
触
に
基
く
と
見
て
よ
い
》
と
、
何

よ
り
そ
の
ユ
ー
モ
ア
が
注
目
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

井
伏
の
流
行
を
支
へ
て
ゐ
る
読
者
層
は
簡
単
に
見
究
め
は
つ
か
な
い

が
、
想
ふ
に
、
笑
ふ
群
衆
の
な
か
で
は
苦
虫
を
噛
み
つ
ぶ
し
て
ゐ
て
、

独
り
に
な
つ
て
初
め
て
澄
ん
だ
心
で
笑
ひ
を
求
め
る
気
む
つ
か
し

い
、
し
か
し
気
持
に
或
る
余
裕
の
あ
る
現
代
人
の
一
部
で
あ
ら
う
。

作
家
一
流
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ユ
ー
モ
ア
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
井
伏
は
、

さ
ら
に
モ
チ
ー
フ
と
そ
の
捉
え
方
、
文
章
も
特
筆
に
値
す
る
と
い
う
。

彼
の
作
中
に
は
多
く
世
俗
の
そ
れ
自
身
別
に
特
色
も
な
い
人
物
が
描

か
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
彼
の
照
明
の
当
て
方
が
面
白
く
、

一
見
簡
素
に
見
え
て
そ
の
実
、
微
妙
な
屈
折
と
リ
ズ
ム
を
も
つ
た
彼

の
文
章
が
そ
の
面
白
さ
を
二
重
に
も
三
重
に
も
し
て
ゐ
る
。（
五
面
）

《
一
見
／
そ
の
実
》
と
い
っ
た
井
伏
を
め
ぐ
る
語
り
方
は
、
本
稿
で
も

追
っ
て
検
証
し
て
い
く
が
、
昭
和
一
三
年
に
は
「
ジ
ョ
ン
・
万
次
郎
漂
流

記
」
其
他
ユ
ー
モ
ア
小
説
に
よ
る
第
六
回
直
木
賞
受
賞
が
あ
り
、
そ
れ
は

《
「
大
衆
文
学
」
と
「
純
文
学
」
の
境
界
が
再
定
位
さ
れ
始
め
て
い
た
こ

の
時
期
、
「
大
衆
文
学
の
新
生
面
」
を
待
望
す
る
動
き
の
一
環
》（

一
）

だ
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
多
甚
古
村
』
の
舞
台
化
、
映
画
化
が
、

井
伏
を
〝
流
行
作
家
〟
に
み
せ
た
こ
と
も
確
か
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ

は
小
説
評
価
の
後
の
話
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
井
伏
が
流
行
し
た
契
機
（
転

、
、
、

機
と
な
っ
た
出
来
事
・
作
品
）
は
ど
こ
に
見
出
せ
ば
よ
い
の
か
。
こ
う
し

、
、

た
興
味
関
心
か
ら
Ｋ
・
Ｆ
「
文
学
的
人
物
論

井
伏
鱒
二
」
（
『
文
藝
』
昭

一
四
・
一
一
）
を
参
照
す
る
と
、
そ
こ
に
は
次
の
一
節
が
み
ら
れ
る
。

時
が
経
つ
た
。
／
民
衆
の
智
恵
を
軽
ん
じ
た
者
が
退
く
べ
き
時
が

来
た
。
井
伏
鱒
二
の
名
を
圧
し
て
ゐ
た
名
が
、
一
つ
二
つ
、
小
さ
く

な
つ
て
行
つ
た
。
そ
の
時
で
あ
る
。
再
び
彼
が
新
し
い
姿
で
立
ち
現

れ
た
の
は
。
（
二
〇
八
頁
）

井
伏
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
抑
圧
し
て
き
た
《
名
》
が
時
の
経
過
に
よ
っ

て
消
え
、《
『
多
甚
古
村
』
は
、
再
び
民
衆
の
智
恵
の
明
る
さ
を
、
前
よ
り

も
し
つ
か
り
し
た
腰
つ
き
で
我
々
に
示
す
こ
と
に
な
つ
た
》（
二
〇
九
頁
）

と
い
う
の
が
、
右
の
引
用
に
孕
ま
れ
た
具
体
的
な
内
実
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
井
伏
の
名
を
高
か
ら
し
め
た
直
接
の
契
機
は
、
や

は
り
『
多
甚
古
村
』
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
作
に
つ
い
て
は
、
東
郷
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克
美
に
研
究
史
上
の
論
点
を
集
約
し
た
、
次
の
概
評
が
あ
る
。

こ
の
作
品
は
よ
く
も
悪
く
も
戦
前
の
井
伏
文
学
の
ひ
と
つ
の
到
達
点

で
あ
っ
た
。
庶
民
的
な
る
も
の
へ
の
強
い
関
心
、
非
情
と
詩
情
と
の

混
淆
、
庶
民
生
活
に
接
す
る
機
会
の
多
い
職
業
の
人
物
を
中
心
に
す

え
て
の
連
鎖
的
方
法
な
ど
そ
の
後
の
井
伏
文
学
、
と
り
わ
け
そ
の
長

篇
小
説
の
根
幹
に
な
る
も
の
が
、
こ
こ
に
出
揃
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
の
作
品
に
は
日
中
戦
争
下
の
、
い
わ
ゆ
る
「
非
常
時
」
体
制
の
影

が
落
ち
て
い
て
、
時
局
に
対
す
る
作
家
の
姿
勢
を
窺
う
こ
と
も
で
き

る
（
二
）

。

こ
う
し
た
評
言
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
井
伏
鱒
二
「
多
甚
古
村
」
の
同

時
代
的
相
貌
に
注
目
し
て
い
く
。
と
い
う
の
も
、
小
説
表
現
に
即
し
て
《
出

揃
っ
て
い
る
》
と
し
た
東
郷
の
指
摘
は
、
そ
れ
と
連
動
し
つ
つ
、
同
時
代

の
作
品
受
容
・
作
家
評
価
に
つ
い
て
も
い
え
、
そ
こ
に
は
戦
後
と
は
異
な

る
井
伏
評
価
（
論
点
）
も
原
型
と
し
て
出
揃
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
以
下
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
同
時
に
井
伏
鱒
二
評
価
の
ポ

イ
ン
ト
を
探
る
意
味
で
も
、主
要
先
行
研
究
を
発
表
順
に
検
討
し
て
お
く
。

『
多
甚
古
村
』
に
つ
い
て
、
《
こ
の
作
品
は
面
白
く
は
あ
つ
た
け
れ
ど

好
き
に
な
れ
な
か
つ
た
》
と
い
う
寺
田
透
は
《
作
者
の
世
俗
的
興
味
が
弾

み
す
ぎ
て
ゐ
る
》
点
を
難
じ
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

こ
こ
に
あ
る
の
は
人
間
に
対
す
る
愛
情
と
い
ふ
よ
り
、
世
態
人
情
の

面
白
さ
に
釣
ら
れ
た
興
味
の
動
き
な
の
だ
。
〔
略
〕
話
の
種
は
深
刻

で
あ
ら
う
と
多
彩
で
あ
ら
う
と
そ
れ
ら
を
扱
ふ
井
伏
の
目
は
世
間
話

に
身
を
入
れ
た
人
間
の
心
の
や
う
に
ひ
ど
く
通
俗
的
で
大
ま
か
な
の

だ
。
た
だ
一
つ
の
美
点
は
、
そ
の
興
味
の
度
の
強
さ
と
、
一
人
一
人

の
人
間
が
持
つ
善
の
か
け
ら
に
対
す
る
彼
の
愛
情
だ
け
で
あ
る

寺
田
は
通
俗
に
す
ぎ
る
点
を
難
じ
た
上
で
、
そ
れ
に
対
す
る
作
家
の
興

味
の
《
強
さ
》
と
《
愛
情
》
と
を
《
美
点
》（

三
）

だ
と
し
て
救
い
だ
す
。

《
中
日
戦
争
の
中
で
書
か
れ
た
作
品
の
大
部
分
》
に
つ
い
て
、
《
文
学

的
形
象
化
で
は
な
く
て
、
い
わ
ば
レ
ビ
ユ
ウ
化
》
だ
と
否
定
的
な
見
解
を

示
す
杉
浦
明
平
は
、
《
全
作
品
の
中
で
最
も
有
名
だ
が
し
か
し
凡
作
》
と

い
う
評
価
を
付
し
な
が
ら
『
多
甚
古
村
』
に
言
及
す
る
。
《
主
人
公
、
語

り
手
と
し
て
「
年
の
こ
ろ
三
十
前
後
の
（
駐
在
所
の
）
巡
査
」
が
え
ら
ば

れ
た
こ
と
は
意
味
が
深
い
》
と
指
摘
す
る
杉
浦
は
、
《
そ
れ
は
こ
の
作
品

の
性
格
を
決
定
し
て
人
情
噺
た
ら
し
め
た
か
ら
》
だ
と
し
て
、
《
中
日
戦

争
の
下
に
あ
る
小
さ
な
田
舎
町
に
次
々
に
お
こ
る
諸
事
件
は
そ
れ
ぞ
れ
に

日
本
社
会
の
大
破
局
を
暗
示
す
る
深
刻
な
悲
劇
の
相
を
帯
び
て
い
た
は
ず

な
の
に
、
こ
の
作
品
で
は
、
正
に
人
情
巡
査
の
眼
を
と
お
し
て
映
つ
た
ま

ま
に
、
愛
国
美
談
の
変
種
、
新
聞
の
雑
報
記
事
の
蒐
録
以
上
に
は
出
る
こ

と
が
で
き
な
い
》（

四
）

と
い
う
限
界
を
抱
え
こ
ん
だ
点
を
批
判
し
て
い
る
。

『
多
甚
古
村
』
を
《
井
伏
鱒
二
の
作
品
の
中
で
、
い
ち
ば
ん
通
俗
的
に

成
功
し
た
作
》
だ
と
紹
介
す
る
佐
々
木
基
一
は
、
《
そ
れ
だ
け
に
ま
た
主

人
公
た
る
駐
在
巡
査
の
正
義
感
や
人
情
の
通
俗
性
を
指
摘
す
る
評
家
が
た

え
な
い
》
の
だ
と
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

作
者
は
戦
時
下
の
、
も
の
を
書
く
こ
と
が
多
分
に
窮
屈
に
な
り
は

じ
め
た
時
期
に
、
権
力
の
代
行
者
た
る
駐
在
巡
査
に
自
ら
を
仮
托
し
、

国
家
非
常
事
と
い
う
大
義
名
分
を
か
か
げ
る
こ
と
で
か
え
っ
て
、
こ

れ
ら
名
も
な
き
民
衆
の
悲
惨
と
愚
行
の
数
々
に
あ
く
な
き
興
味
を
そ

そ
ぐ
自
由
を
か
ち
え
た
か
の
如
く
で
あ
る
。

こ
こ
で
佐
々
木
は
、
時
代
背
景
を
積
極
的
に
導
入
し
な
が
ら
、
巡
査
と

い
う
視
点
人
物
と
《
非
常
時
／
民
衆
生
活
》
と
い
う
作
品
設
定
に
、
作
家

の
《
窮
余
の
は
て
に
考
え
つ
い
た
苦
肉
の
策
、
一
種
の
韜
晦
戦
術
》
を
見

出
し
て
は
、《
戦
時
下
の
片
田
舎
の
風
俗
絵
巻
》（

五
）

だ
と
要
約
し
て
い
る
。
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ま
た
、
〝
流
行
作
家
〟
と
な
っ
た
井
伏
鱒
二
の
読
者
層
（
支
持
層
）
に

論
及
す
る
中
村
光
夫
は
、
《
氏
は
昭
和
の
初
期
に
出
発
し
た
い
は
ゆ
る
純

文
学
の
作
家
の
う
ち
、
新
聞
小
説
に
成
功
し
な
か
つ
た
、
或
ひ
は
し
よ
う

と
も
試
み
な
か
つ
た
唯
一
の
作
家
》
だ
と
そ
の
独
自
性
を
指
摘
し
た
上
で
、

《
広
い
女
性
の
読
者
を
捕
へ
な
か
つ
た
代
り
に
、
氏
は
男
性
の
選
り
抜
き

の
読
者
を
持
つ
て
ゐ
ま
す
》（

六
）

と
論
じ
て
お
り
、
山
時
鳥
評
に
重
な
る
。

《
氏
は
賢
明
に
も
摩
擦
を
避
け
て
、
干
潟
に
は
さ
ざ
ら
波
、
梅
の
村
に

入
る
と
い
う
牧
歌
的
な
農
村
に
舞
台
を
設
定
し
、
お
よ
そ
警
察
官
と
い
う

概
念
に
当
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
な
、
善
良
で
無
邪
気
な
巡
査
を
持
ち
出
す
》

と
、『
多
甚
古
村
』
の
設
定
に
言
及
す
る
杉
森
久
英
は
、
そ
の
巡
査
に
《
当

時
の
支
配
者
た
ち
へ
の
作
者
の
ち
よ
つ
と
し
た
嘲
笑
や
蔑
視
の
気
持
の
痕

跡
》
を
見
出
し
つ
つ
、
そ
れ
が
《
ど
ん
な
に
疑
い
深
い
目
に
も
気
取
ら
れ

な
い
く
ら
い
、
隠
微
な
も
の
》
だ
と
述
べ
、《
そ
れ
ほ
ど
重
苦
し
い
》
・
《
時

代
の
空
気
》（

七
）

を
か
い
く
ぐ
る
、
井
伏
の
戦
略
的
抵
抗
を
見
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
『
多
甚
古
村
』
へ
の
批
評
言
説
の
蓄
積
の
後
に
、
研
究
史

は
展
開
さ
れ
て
い
く
。
田
辺
健
二
は
《
『
多
甚
古
村
』
は
戦
争
を
謳
歌
す

る
国
策
文
学
で
は
な
い
に
し
て
も
、
批
判
精
神
を
欠
い
た
、
間
の
び
の
し

た
風
俗
小
説
に
堕
し
て
し
ま
っ
た
》（

八
）

と
否
定
的
な
評
価
を
下
し
た
が
、

田
辺
同
様
、
日
中
戦
争
下
に
お
け
る
井
伏
の
姿
勢
に
注
目
し
た
前
田
貞
昭

は
、
作
品
内
外
の
要
素
を
丁
寧
に
検
討
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

井
伏
は
、
一
方
で
は
「
非
常
時
」
「
時
局
柄
」
「
戦
時
中
」
と
い
っ

た
類
の
語
彙
を
安
易
に
使
用
し
て
、
国
家
権
力
の
指
向
す
る
と
こ
ろ

に
、
（
決
し
て
積
極
的
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
が
）
知
ら
ず
識
ら

ず
の
う
ち
に
同
調
す
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
、
貶
価
し
て
い
え
ば

ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
次
元
で
あ
る
に
し
て
も
、
身
近
な
と
こ
ろ
に
見
う
る

権
力
的
存
在
に
対
す
る
批
判
の
目
も
持
っ
て
い
た
。「
多
甚
古
村
」〈
本

編
〉
は
、
こ
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
と
こ
ろ
に
成
立
し
て
い
る
。

つ
ま
り
前
田
に
よ
れ
ば
、
《
国
家
権
力
と
の
関
係
を
視
野
の
外
に
遠
去

け
、
問
題
を
巡
査
と
い
う
身
近
な
と
こ
ろ
に
と
ど
め
》
た
こ
と
で
、《
〈
多

甚
古
村
〉
と
い
う
人
間
模
様
を
描
く
舞
台
背
景
を
確
保
し
た
》
の
だ
が
、

そ
れ
は
同
時
に
《
国
策
宣
伝
で
も
な
く
、
暗
い
農
村
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
で

も
な
い
、
「
多
甚
古
村
」
〈
本
編
〉
の
場
》（

九
）

を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
、
そ
れ
ゆ
え
に
時
代
へ
の
同
調
を
余
儀
な
く
さ
れ
も
し
た
と
い
う
。

前
田
の
「
多
甚
古
村
」
理
解
の
対
極
に
位
置
す
る
の
が
、『
多
甚
古
村
』

に
《
永
久
不
変
性
》
を
見
出
す
山
田
有
策
の
理
解
で
あ
る
。
《
甲
田
巡
査

は
一
貫
し
て
老
熟
し
た
男
で
あ
り
続
け
、
少
し
も
変
容
し
な
い
》
こ
と
が

《
〈
多
甚
古
村
〉
が
〈
都
市
〉
の
侵
入
に
も
時
代
や
時
間
の
推
移
に
も
変

容
し
な
い
こ
と
と
同
一
》
だ
と
み
る
山
田
は
、
こ
う
し
た
普
遍
的
な
相
貌

を
『
多
甚
古
村
』
の
《
最
大
の
魅
力
》（

十
）

だ
と
評
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
歴
史
的
な
読
解
も
示
さ
れ
て
き
た
。
《
さ
ま
ざ
ま
な
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、
井
伏
は
『
多
甚
古
村
』
に
よ
っ
て
時
代

の
モ
ー
ド
に
乗
り
、
「
流
行
作
家
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
》
と
指

摘
す
る
滝
口
明
祥
は
、
さ
ら
に
《
井
伏
も
ま
た
文
学
大
衆
化
か
ら
「
風
俗

小
説
」
へ
と
い
う
同
時
代
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
に
位
置
し
て
》
お
り
、

《
そ
の
限
り
で
総
力
戦
体
制
に
適
合
的
に
見
え
る
》（

十
一
）

と
論
じ
る
。
さ

ら
に
滝
口
は
、
『
多
甚
古
村
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
分
析
を
通
じ
て
、《
た
と
え

井
伏
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
『
多
甚
古
村
』
の
構

造
を
捉
え
て
読
む
限
り
、
ど
の
よ
う
な
意
味
に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
「
抵
抗
」

と
は
言
い
が
た
い
》（

十
二
）

と
、
戦
争
に
対
す
る
姿
勢
を
判
じ
て
い
る
。

ス
タ
ン
ス

以
上
、『
多
甚
古
村
』
先
行
研
究
を
ま
と
め
て
お
く
。
全
体
と
し
て
は
、

一
定
以
上
の
『
多
甚
古
村
』
の
人
気
・
評
価
を
承
認
し
た
上
で
、
戦
時
下

の
時
局
と
、そ
の
中
で
駐
在
巡
査
を
語
り
手
と
し
た
設
定
が
注
目
さ
れ
た
。
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内
容
に
関
し
て
は
、
両
義
的
な
評
価
が
示
さ
れ
て
き
た
。
モ
チ
ー
フ
と
さ

れ
た
庶
民
の
人
情
と
そ
の
書
き
方
（
の
通
俗
性
）
も
、
研
究
史
で
争
点
と

な
っ
た
時
局
に
対
す
る
作
家
の
姿
勢
も
、
普
遍
性
（
非
歴
史
性
）
を
顕
揚

ス
タ
ン
ス

す
る
立
場
も
含
め
て
、
見
解
・
賛
否
は
割
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

『
多
甚
古
村
』
の
評
価
・
位
置
づ
け
は
ま
だ
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
右
に
検

証
し
て
き
た
一
連
の
評
言
も
含
め
、
戦
後
井
伏
評
価
の
関
与
も
想
定
で
き

そ
う
で
あ
る

（
十
三
）

。
し
か
も
、
『
多
甚
古
村
』
は
《
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

っ
た
割
合
に
、
作
品
享
受
の
実
態
が
未
解
明
》（

十
四
）

な
の
だ
。

Ⅱ

初
出
「
多
甚
古
村
」
連
作
の
同
時
代
受
容

本
節
で
は
、
初
出
「
多
甚
古
村
」
連
作
の
同
時
代
評
を
分
析
し
て
い
く

が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
各
編
の
初
出
を
確
認
し
て
お
く
。

「
多
甚
古
村
（
一
）
」（
『
文
体
』
昭
一
四
・
二
）

「
多
甚
古
村
駐
在
記
」
（
『
改
造
』
昭
一
四
・
二
）

「
多
甚
古
村
（
二
）
」（
『
文
体
』
昭
一
四
・
三
）

「
多
甚
古
村
の
人
々
」
（
『
文
学
界
』
昭
一
四
・
四
）

「
多
甚
古
村
」
（
『
革
新
』
昭
一
四
・
五
）

「
多
甚
古
駐
在
記
」
（
『
文
学
界
』
昭
一
四
・
七
）

こ
れ
ら
が
ま
と
め
ら
れ
て
『
多
甚
古
村
』（
河
出
書
房
、
昭
一
四
・
七
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
初
出
未
詳
の
箇
所
が
含
ま
れ
る
。

あ
ら
か
じ
め
「
多
甚
古
村
」
評
の
主
な
論
点
を
示
し
て
お
く
と
、

作
a

品
評
価
（
面
白
さ
）
、

設
定
・
形
式
（
舞
台
・
巡
査
・
日
記
体
）
、

作

b

c

家
性
（
井
伏
調
）、

ユ
ニ
ー
ク
さ
（
ユ
ー
モ
ア
、
ペ
ー
ソ
ス
他
）
、

芸

d

e

術
性
（
紙
背
の
苦
心
）
、

批
評
性
（
作
家
の
眼
）
、

時
局
・
戦
争
の
七

f

g

つ
で
あ
る
（
以
下
、
論
点
を
亀
甲
括
弧
内
に

～

で
示
す
）
。

a

g

第
一
作
「
多
甚
古
村
（
一
）」
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
評
未
確
認
。

同
月
発
表
の
第
二
作
「
多
甚
古
村
駐
在
記
」
に
は
、
一
一
本
の
同
時
代

評
が
確
認
で
き
た
。
豊
島
與
志
雄
は
「
文
芸
時
評
（

）
作
者
の
モ
チ
ー

2

フ
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
四
・
一
・
三
一
）
で
、
《
独
り
楽
し
ま
れ

た
余
り
に
か
、
却
て
面
白
み
が
少
い
》
（
七
面
）
と
、
い
つ
も
の
井
伏
に

よ
る
《
面
白
み
》
を
想
定
し
な
が
ら
作
家
性
を
指
摘
し
て
い
る
〔

・

〕。

a

c

「
文
芸
時
評
（

）
筋
と
描
写
」（
『
中
外
商
業
新
報
』
昭
一
四
・
二
・
三
）

4

の
高
見
順
は
、
《
氏
の
小
説
は
い
つ
も
趣
味
的
な
小
説
だ
が
、
い
つ
も
の

や
う
に
趣
味
を
通
し
て
人
生
と
ぶ
つ
か
つ
て
ゐ
る
と
い
つ
た
と
こ
ろ
が
、

こ
の
小
説
に
は
欠
け
て
ゐ
る
》
（
五
面
）
と
作
家
性
を
見
出
し
つ
つ
も
、

井
伏
作
品
に
あ
る
は
ず
の
批
評
性
の
欠
如
を
難
じ
て
い
る
〔

・

・

a

c

〕
。
同
様
の
批
評
は
、《
さ
し
て
傑
出
し
た
作
品
と
は
い
へ
な
い
ま
で
も
、

fこ
の
作
者
の
持
ち
ま
へ
の
人
生
や
人
間
に
対
す
る
、
人
情
の
温
か
さ
を
示

し
た
作
品
と
し
て
、
好
個
の
出
来
栄
え
》
だ
と
、
同
作
に
一
定
の
評
価
を

示
す
立
野
信
之
「
文
芸
時
評
（

）
愛
情
と
風
俗
」
（
『
都
新
聞
』
昭
一
四

4

・
二
・
五
）
に
も
み
ら
れ
、
《
以
前
の
作
品
に
あ
つ
た
、
無
理
な
作
為
も

な
く
な
つ
て
、
気
持
よ
く
従
い
て
行
け
る
》
が
、
《
そ
の
代
り
以
前
に
あ

つ
た
人
生
に
対
す
る
皮
肉
や
諷
刺
が
無
く
な
つ
て
ゐ
る
》
（
一
面
）
点
が

批
判
さ
れ
て
い
る
〔

・

・

〕
。
対
照
的
な
の
は
、《
作
者
井
伏
鱒
二

a

c

f

氏
の
お
家
芸
に
接
す
る
愉
し
さ
と
気
楽
さ
を
感
じ
る
》
と
、
同
作
の
井
伏

ら
し
さ
を
好
意
的
に
評
す
る
「
文
芸
時
評
（

）
文
芸
雑
誌
の
行
方
」（
『
読

3

売
新
聞
』
昭
一
四
・
二
・
五
夕
）
の
武
田
麟
太
郎
で
、
《
駐
在
所
巡
査
の

日
記
の
抄
録
め
か
し
て
あ
る
》
が
、
《
こ
の
人
は
い
つ
も
自
由
作
文
ま
た

は
綴
方
を
書
い
て
読
者
に
、
さ
う
し
た
も
の
が
自
然
に
持
つ
皮
肉
な
批
判

を
聞
か
せ
て
ゐ
る
》
（
二
面
）
と
指
摘
し
、
従
来
通
り
の
批
評
性
を
読
み

マ
マ

と
っ
て
い
る
〔

・

・

・

〕
。
他
に
短
評
な
が
ら
、
深
田
久
彌
「
二

a

b

c

f
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月
の
創
作
（

）『
養
蚕
』
と
『
木
と
金
の
間
』」
（
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
昭

3

一
四
・
二
・
九
夕
）
で
《
印
象
に
残
つ
た
》
（
三
面
）
〔

〕
、
神
田
鵜
平

a

「
創
作
時
評
」（
『
新
潮
』
昭
一
四
・
三
）
で
《
相
変
ら
ず
の
井
伏
調
》（
一

一
五
頁
）〔

〕
、
上
林
暁
「
文
学
の
歓
び
と
苦
し
み
に
つ
い
て

文
芸
時

c

評
」
（
『
文
藝
』
昭
一
四
・
三
）
で
《
牧
歌
的
な
明
る
さ
が
見
え
る
》
（
二

三
一
頁
）〔

・

〕
と
、
そ
れ
ぞ
れ
論
及
さ
れ
た
。

a

d

雑
誌
評
に
お
い
て
も
、
田
邊
茂
一
「
文
芸
時
評
」
（
『
文
学
者
』
昭
一
四

・
三
）
で
は
《
鱒
二
も
の
と
云
ふ
べ
き
も
の
》
（
一
五
九
頁
）
と
、
い
つ

も
な
が
ら
の
作
風
が
読
み
と
ら
れ
〔

〕
、
あ
る
い
は
無
署
名
「
改
造
」（
『
三

c

田
文
学
』
昭
一
四
・
三
）
で
は
《
た
だ
こ
れ
だ
け
の
も
の
、
面
白
い
が
、

し
か
し
取
り
上
げ
て
何
か
を
云
ひ
た
い
と
い
ふ
切
実
さ
は
何
も
起
さ
な

い
》（
一
七
頁
）
と
、
同
様
の
論
点
が
否
定
的
に
論
及
さ
れ
て
も
い
た
〔

〕。

c

た
だ
し
、
同
時
に
絶
賛
評
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
次
に
引
く
天
下

泰
平
「
創
作
月
評
」
（
『
文
藝
』
昭
一
四
・
三
）
で
あ
る
。

田
舎
の
駐
在
所
の
巡
査
の
日
記
の
形
で
、
歳
末
年
始
に
起
つ
た
そ
の

近
傍
の
さ
ま
ざ
ま
な
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
事
件
を
描
い
て
ゐ
る
の
だ
が
、

努
め
て
ユ
ー
モ
ア
に
溺
れ
ず
書
い
て
ゐ
る
の
で
、
ユ
ー
モ
ア
の
味
が

一
層
イ
キ
イ
キ
と
輝
い
て
来
て
ゐ
る
。
人
間
の
哀
し
み
が
出
て
来
て

ゐ
る
の
だ
。
同
時
に
、
筆
触
も
厳
し
く
な
つ
て
清
新
さ
と
溌
刺
味
を

加
へ
て
来
て
ゐ
る
。
こ
の
作
者
一
時
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
て
ゐ
た
が
、

最
近
完
全
に
そ
れ
を
突
破
し
た
や
う
で
あ
る
。
（
二
六
〇
頁
）

こ
こ
で
は
、
同
作
の
設
定
・
形
式
か
ら
内
容
、
作
家
性
ま
で
が
顕
揚
さ

れ
、
ス
ラ
ン
プ
か
ら
の
脱
出
を
認
め
る
に
十
分
な
、
読
者
を
《
本
当
に
救

は
れ
た
や
う
な
気
》
に
さ
せ
る
ほ
ど
の
芸
術
性
が
読
み
と
ら
れ
て
い
る
〔
a

・

・

・

・

・

〕。
も
う
一
つ
は
、《
駐
在
巡
査
と
い
ふ
観
察
上

b

c

d

e

f

の
便
宜
な
立
場
を
持
つ
て
来
て
農
村
を
見
よ
う
と
し
た
こ
の
作
者
の
思
ひ

つ
き
の
よ
さ
に
は
感
心
す
る
》
と
そ
の
設
定
を
絶
賛
す
る
、
岡
澤
秀
虎
「
文

芸
時
評

─
二
月
の
小
説

─
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
昭
一
四
・
三
）
で
あ

る
。
岡
澤
は
同
作
の
内
容
を
、
《
農
村
（
集
団
）
の
生
活
で
な
く
、
人
間

、
、

、
、

風
俗
》
だ
と
し
た
上
で
、
《
だ
が
相
当
立
派
な
「
芸
」
で
あ
り
、
相
当
練

れ
た
心
境
》
、《
ユ
ー
モ
ラ
ス
の
も
の
も
、
生
で
は
な
く
、
く
す
ん
だ
渋
い

芸
術
的
な
味
ひ
を
持
つ
て
ゐ
る
》
と
、
作
家
の
興
味
や
芸
術
性
、
そ
れ
を

支
え
る
心
境
を
、
《
然
し
高
い
も
の
で
は
な
い
》
と
留
保
を
つ
け
つ
つ
も

評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
《
題
材
が
い
い
か
ら
こ
の
芸
術
境
が
生
き
て
ゐ

る
》
と
い
う
同
作
の
評
価
に
即
し
て
《
成
長
》
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
《
時

代
を
自
然
に
（
無
意
識
的
に
）
受
容
し
て
ゆ
く
天
分
は
、
瀧
井
孝
作
な
ど

よ
り
遙
か
に
柔
軟
性
が
あ
り
、
立
派
》（
六
六
‐
六
七
頁
）
だ
と
評
し
て
、

時
代
性
に
も
論
及
し
て
い
く
〔

・

・

・

・

・

〕。

a

b

c

d

e

g

こ
の
よ
う
に
、
「
多
甚
古
村
駐
在
記
」
は
総
合
雑
誌
『
改
造
』
掲
載
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
同
時
代
評
が
産
出
さ
れ
、
井
伏
ら
し
さ
を
ベ

ー
ス
に
多
彩
な
論
点
か
ら
論
及
さ
れ
、
復
活
を
印
象
づ
け
て
い
っ
た
。

第
三
作
「
多
甚
古
村
（
二
）」
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
評
未
確
認
。

翌
月
発
表
の
第
四
作
「
多
甚
古
村
の
人
々
」
に
は
、
五
本
の
同
時
代
評

が
確
認
で
き
た
。
同
作
を
読
ん
だ
「
文
芸
時
評
【
完
】
美
し
い
心
境
」（
『
東

京
日
日
新
聞
』
昭
一
四
・
四
・
二
）
の
水
原
秋
櫻
子
は
、
《
さ
う
い
ふ
名

の
村
に
駐
在
す
る
巡
査
の
日
記
で
あ
る
が
、
私
は
二
、
三
ヶ
月
前
に
同
じ

作
者
の
同
じ
題
名
の
小
説
を
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
》
と
、
初
出
「
多
甚
古

村
」
の
連
作
と
い
う
発
表
形
態
に
ふ
れ
、
《
今
月
の
も
の
は
そ
の
続
篇
で

あ
ら
う
》
と
推
測
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

こ
の
駐
在
日
記
は
、
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
よ
い
も
の
だ
し
、
又
ど
こ

を
読
ん
で
も
微
笑
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
が
こ
の
作
者
の
筆
の

徳
で
あ
る
が
、
か
う
い
ふ
行
き
方
を
し
て
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
や
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う
に
す
る
に
は
、
必
ず
そ
れ
だ
け
の
苦
心
が
費
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

ら
う
。
（
五
面
）

水
原
は
《
ど
こ
か
ら
読
ん
で
も
よ
い
》
と
い
う
特
質
を
好
意
的
に
捉
え
、

そ
れ
が
《
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
》
理
由
を
、
作
者
の
紙
背
の
《
苦
心
》

に
み
て
い
る
〔

・

・

・

・

〕
。
も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
特
質

a

b

c

d

e

は
、
神
田
鵜
平
「
創
作
時
評
」（
『
新
潮
』
昭
一
四
・
五
）
の
よ
う
に
、《
例

に
よ
つ
て
例
の
如
し
》
（
二
〇
〇
頁
）
、
つ
ま
り
は
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
と
捉
え

ら
れ
も
し
た
が
、
田
邊
茂
一
が
「
文
芸
時
評
」（
『
文
学
者
』
昭
一
四
・
五
）

で
《
駐
在
巡
査
の
日
記
、
井
伏
調
の
か
ぎ
り
乍
ら
、
技
神
に
入
る
と
云
つ

て
も
過
言
で
な
い
》
（
二
一
七
頁
）
と
評
し
た
よ
う
に
、
い
つ
も
通
り
な

が
ら
も
、
そ
の
成
果
が
高
く
評
価
さ
れ
て
も
い
た
〔

・

・

・

〕
。

a

b

c

e

他
に
も
、
「
文
芸
時
評
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
昭
一
四
・
五
）
の
佐
々
三
雄

の
よ
う
に
、
《
お
も
し
ろ
い
、
愉
快
な
作
品
》
で
あ
る
が
ゆ
え
に
《
か
う

い
ふ
特
異
な
作
家
の
存
在
は
守
ら
れ
て
い
ゝ
》
（
七
六
頁
）
と
い
っ
た
率

直
な
エ
ー
ル
も
み
ら
れ
た
た
し
〔

・

〕、
逆
に
、《
の
ど
か
な
村
の
、

a

c

駐
在
巡
査
の
日
記
体
を
借
り
た
世
相
ニ
ユ
ウ
ス
で
、
鱒
二
独
得
の
ペ
エ
ソ

ス
に
充
ち
た
世
界
》
だ
と
同
作
を
要
約
す
る
Ｓ
・
Ｙ
・
Ｚ
「
文
学
界
」（
『
三

田
文
学
』
昭
一
四
・
五
）
の
よ
う
に
、
《
楽
し
く
読
め
る
が
、
神
経
質
な

氏
と
し
て
は
珍
ら
し
く
粗
奔
な
と
こ
ろ
が
目
に
つ
い
た
》
（
一
六
四
頁
）

と
、
批
判
さ
れ
も
し
た
〔

・

・

・

・

・

〕。

a

b

c

d

e

f

総
じ
て
、
本
作
で
は
一
定
以
上
の
作
品
評
価
を
前
提
と
し
て
、
論
点
e

芸
術
性
（
紙
背
の
苦
心
）
が
注
目
を
集
め
、
そ
こ
が
評
価
さ
れ
る
場
合
は

好
意
的
な
評
価
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
否
定
的
な
評
価
と
な
る
傾
向
に
あ

り
、
つ
ま
り
は
、
評
価
の
分
岐
点
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
と
い
え
る
。

第
五
作
「
多
甚
古
村
」
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
評
未
確
認
。

第
六
作
「
多
甚
古
駐
在
記
」（
『
文
学
界
』
昭
一
四
・
七
）
に
つ
い
て
は
、

六
本
の
同
時
代
評
が
確
認
で
き
た
。
新
聞
評
は
、
短
評
な
が
ら
い
ず
れ
も

好
評
で
あ
っ
た
。
古
谷
綱
武
は
「
文
芸
時
評
（
四
）
」
（
『
国
民
新
聞
』
昭

一
四
・
六
・
二
九
）
で
、《
私
の
愛
読
し
て
ゐ
る
文
章
》
だ
と
し
た
上
で
、

《
な
に
か
親
身
な
愛
情
の
し
み
た
も
の
を
書
く
ひ
と
は
、
今
日
井
伏
氏
を

お
い
て
は
な
い
、
私
は
尊
重
す
べ
き
才
能
と
信
じ
て
ゐ
る
》（
六
面
）
と
、

文
章
と
そ
こ
に
孕
ま
れ
た
作
家
性
を
顕
揚
す
る
〔

・

・

・

〕
。

a

c

d

e

《
「
干
潟
に
は
さ
ざ
ら
波
、
梅
の
村
に
入
る
」
と
云
ふ
句
が
そ
つ
く
り
あ

て
は
ま
る
風
景
を
持
つ
多
甚
古
村
の
駐
在
巡
査
、
甲
田
な
に
が
し
の
日
記

の
体
裁
を
借
り
た
聯
作
の
一
つ
》
だ
と
同
作
を
紹
介
す
る
武
田
麟
太
郎
は

「
文
芸
時
評
（

）
詩
と
散
文
芸
術
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
一
四
・
七

4

・
二
）
で
、
《
こ
こ
で
、
読
者
は
十
分
、
井
伏
鱒
二
の
描
く
ペ
エ
ソ
ス
あ

る
人
間
と
事
件
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
》
（
七
面
）
と
、
内
容
の
面
白

さ
を
読
者
に
保
証
す
る
〔

・

・

・

〕
。
他
に
、
宇
野
浩
二
「
八

a

b

c

d

月
の
創
作
（

）
我
流
文
芸
観
」
（
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
昭
一
四
・
八
・
一

4

一
夕
）
で
も
、《
可
な
り
委
し
く
書
き
た
か
つ
た
》
（
三
面
）
作
品
と
し
て

論
及
さ
れ
た
〔

〕
。
雑
誌
評
で
は
、
神
田
鵜
平
「
創
作
時
評
」（
『
新
潮
』

a

昭
一
四
・
八
）
で
は
《
相
変
ら
ず
飄
々
と
し
て
面
白
い
》
（
一
〇
八
頁
）

と
、
い
つ
も
な
が
ら
の
井
伏
調
が
評
価
さ
れ
た
〔

・

・

〕
。
そ
の

a

c

d

反
面
、
《
フ
イ
リ
ツ
プ
の
「
小
さ
な
町
」
を
思
は
し
め
る
配
列
で
、
此
作

家
独
特
の
作
話
は
、
相
変
ら
ず
面
白
い
も
の
》
だ
と
す
る
無
署
名
「
文
学

界
」
（
『
三
田
文
学
』
昭
一
四
・
八
）
で
は
、
《
少
し
千
辺
一
律
の
嫌
ひ
が

あ
る
》
（
二
〇
七
頁
）
と
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
危
惧
が
表
明
さ
れ
て

も
い
た
〔

・

・

〕
。
《
一
篇
一
篇
が
読
切
り
に
な
つ
て
ゐ
て
方
々
に

a

b

c

発
表
さ
れ
、
全
体
を
通
し
て
も
一
篇
に
な
る
と
い
ふ
、
日
記
体
の
小
説
》

と
同
作
を
紹
介
す
る
大
井
廣
介
「
長
篇
中
篇

時
評
」（
『
槐
』
昭
一
四
・

六
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
絶
賛
さ
れ
た
。
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益
々
井
伏
文
学
の
妙
味
を
発
揮
し
て
ゐ
る
が
、
観
照
者
で
あ
る
駐

在
所
巡
査
が
、
井
伏
調
の
余
裕
の
う
ち
に
、
素
朴
な
正
義
感
を
蔵
し
、

時
お
り
意
外
に
辛
辣
な
批
判
精
神
を
発
散
し
、
従
来
の
井
伏
文
学
の

『
そ
ら
と
ぼ
け
』
や
『
あ
は
れ
』
の
境
地
か
ら
一
歩
進
み
出
て
ゐ
る
。

（
四
九
頁
）

こ
こ
で
同
作
は
、
発
表
形
態
・
形
式
へ
の
論
及
か
ら
、
作
家
性
、
批
評

性
な
ど
論
点
網
羅
的
に
評
価
さ
れ
、
《
事
大
主
義
な
非
文
学
の
横
行
の
中

に
超
然
と
し
て
、
一
種
の
清
涼
剤
た
る
を
失
は
な
い
》
と
、
時
代
状
況
と

の
対
比
か
ら
も
評
価
さ
れ
た
〔

・

・

・

・

・

・

〕。

a

b

c

d

e

f

g

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
、
初
出
「
多
甚
古
村
」
連
作
の
同
時
代
受
容

に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
論
点
は
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
し
た
七
つ
に
ほ

ぼ
収
ま
っ
て
い
る
が
、
設
定
・
形
式
〔

〕
と
井
伏
調
〔

〕
に
つ
い
て

b

c

は
多
く
の
同
時
代
評
で
論
及
が
み
ら
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
肯
定
／

否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
も
り
こ
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
い
つ
も
な

が
ら
の
井
伏
調
の
う
ち
に
心
境
の
深
化
や
成
長
が
見
出
さ
れ
る
同
時
代
評

が
注
目
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
〔

〕
、
芸
術
性
〔

〕、

d

e

批
評
性
〔

〕
と
い
っ
た
論
点
に
関
し
て
も
、
同
様
の
作
品
評
価
が
み
ら

f

れ
る
か
ら
だ
。
一
見
凡
庸
な
様
相
を
呈
し
た
井
伏
ら
し
い
小
説
表
現
は
、

あ
る
見
方
か
ら
す
れ
ば
い
つ
も
通
り
な
の
だ
が
、
別
の
見
方
か
ら
す
れ
ば

、
、
、
、

、
、
、
、

従
来
よ
り
も
高
く
評
価
す
べ
き
何
か
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
つ

、
、

ま
り
は
、
結
果
的
に
せ
よ
井
伏
作
品
が
〝
わ
か
る
読
者
に
は
わ
か
る
／
わ

か
ら
な
い
読
者
に
は
わ
か
ら
な
い
〟
と
い
う
二
分
法
で
、
読
者
を
前
者
へ

と
卓
越
化
し
て
い
く
。
も
っ
と
も
、
い
つ
も
な
が
ら
の
井
伏
調
と
読
ま
れ

て
も
一
定
の
評
価
は
さ
れ
る
が
、
読
者
が
初
出
「
多
甚
古
村
」
連
作
に
何、

か
を
見
出
し
た
時
、
そ
の
評
価
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ
て
い
く
の
だ
〔

〕
。

、

g

Ⅲ

単
行
本
『
多
甚
古
村
』
の
同
時
代
受
容

本
節
で
は
、
単
行
本
『
多
甚
古
村
』
（
河
出
書
房
、
昭
一
四
・
七
）
に

つ
い
て
の
書
評
九
本
を
と
り
あ
げ
、
同
時
代
受
容
の
分
析
を
進
め
る
。
な

お
、
先
の
論
点
に

初
出
‐
単
行
本
間
の
印
象
、
を
く
わ
え
て
お
く
。

h

管
見
の
限
り
最
も
は
や
い
書
評
は
、《
井
伏
鱒
二
の
「
多
甚
古
村
」
は
、

言
葉
ど
ほ
り
、
私
が
近
頃
で
最
も
愛
読
し
た
本
の
一
つ
》
だ
と
同
書
を
絶

賛
す
る
、
宇
野
浩
二
「
文
芸
好
著
三
種
」
（
『
読
売
新
聞
』
昭
一
四
・
八
・

一
八
夕
）
で
あ
る
。
《
遠
く
「
朽
助
の
い
る
谷
間
」
「
丹
下
氏
邸
」
そ
の
他

の
頃
か
ら
の
愛
読
者
で
あ
る
私
は
、
単
調
で
あ
る
や
う
に
見
え
て
単
調
で

な
い
、
変
化
な
い
ご
と
く
に
見
え
て
変
化
の
あ
る
井
伏
の
作
品
は
殆
ど
欠

か
さ
ず
読
ん
で
ゐ
る
》
と
い
う
宇
野
は
、
（
本
稿
Ⅱ
末
で
も
指
摘
し
た
よ

う
に
）
〝
わ
か
る
読
者
〟
と
し
て
自
ら
を
卓
越
化
し
な
が
ら
、
同
時
に
井

伏
の
変
化
＝
成
長
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
論
点
は
、
次
の
よ
う
な

菊
池
寛
と
の
会
話
に
よ
っ
て
、
よ
り
深
め
ら
れ
て
も
い
く
。

先
達
て
菊
池
寛
に
会
つ
た
時
、
菊
池
が
、
「
多
甚
古
村
」
が
如
何
に

も
面
白
い
と
述
べ
た
後
で
、
「
実
に
楽
に
書
い
て
ゐ
る
ね
、」
と
云
つ

た
の
で
、
私
が
「
あ
れ
で
可
な
り
骨
を
折
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
、
」
と

云
ふ
と
、
「
さ
う
か
ね
、」
と
菊
池
は
云
つ
た
。
こ
の
菊
池
の
「
さ
う

か
ね
。
」
に
肯
定
の
気
持
が
あ
つ
た
の
で
、
私
は
嬉
し
か
つ
た
。
私

が
「
可
な
り
骨
を
折
つ
て
ゐ
る
だ
ら
う
」
と
云
つ
た
の
は
「
多
甚
古

村
」
を
差
す
と
共
に
、
数
年
前
の
傑
作
『
集
金
旅
行
』
か
ら
井
伏
が

こ
ゝ
ま
で
進
ま
な
い
や
う
に
見
え
て
進
ん
で
来
た
こ
と
を
も
意
味
す

る
の
で
あ
る
。
（
二
面
）

こ
こ
で
宇
野
は
、
菊
池
寛
を
召
喚
し
て
は
〝
わ
か
る
読
者
〟
で
あ
る
こ

と
を
相
互
承
認
し
つ
つ
、
表
面
的
な
読
解
に
と
ど
ま
ら
ず
、
論
点

芸
術

e
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性
（
紙
背
の
苦
心
）
ま
で
を
読
み
と
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
〔

・
a

・

〕
。
ち
な
み
に
、
菊
池
寛
も
「
話
の
屑
籠
」
（
『
文
藝
春
秋
』
昭
一

c

e

四
・
九
）
に
お
い
て
『
多
甚
古
村
』
を
《
面
白
く
よ
ん
だ
》
、
《
読
後
二
、

三
日
楽
し
か
っ
た
》
（
三
一
九
頁
）
と
手
短
に
賞
賛
し
て
い
る
が
、
宇
野

評
を
ふ
ま
え
て
読
め
ば
含
み
の
あ
る
評
価
と
い
え
る
〔

・

〕。

、
、

a

e

こ
う
し
た
、
井
伏
の
一
見
凡
庸
な
小
説
表
現
に
、
読
者
が
積
極
的
に
論

点

芸
術
性
（
紙
背
の
苦
心
）
を
見
出
し
て
い
く
『
多
甚
古
村
』
評
価
に

e
特
徴
的
な
規
則
に
気
づ
け
ば
、
無
署
名
「
新
刊
紹
介

多
甚
古
村
」
（
『
文

、
、

学
者
』
昭
一
四
・
九
）
に
お
け
る
、
《
片
田
舎
の
駐
在
巡
査
の
日
記
の
形

式
を
か
り
て
、
飄
々
た
る
作
者
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
目
が
、
到
る
と
こ
ろ
に

光
つ
て
ゐ
る
》
、《
こ
の
作
者
の
特
質
を
も
つ
と
も
よ
く
現
は
し
て
、
い
よ

〳
〵
円
熟
の
境
地
に
達
し
た
感
じ
》
（
一
四
二
頁
）
と
い
う
評
言
も
、
〝

わ
か
る
読
者
〟
の
評
価
と
考
え
ら
れ
る
〔

・

・

・

・

〕。

a

b

c

d

e

《
井
伏
鱒
二
は
一
見
何
で
も
な
さ
さ
う
な
市
井
の
些
事
か
ら
、
ペ
ー
ソ

ス
を
湛
へ
た
人
生
詩
を
拾
ひ
上
げ
て
く
る
名
人
》
だ
と
い
う
「
井
伏
鱒
二

著
「
多
甚
古
村
」
」（
『
早
稲
田
文
学
』
昭
一
四
・
九
）
の
浅
見
淵
は
、
「
多

甚
古
村
」
初
出
‐
単
行
本
間
の
印
象
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

僕
は
大
部
分
雑
誌
で
読
ん
で
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
単
行
本
に
な
つ
た

の
を
改
め
て
最
初
か
ら
読
み
返
し
て
み
て
、
雑
誌
で
読
ん
だ
時
よ
り

も
大
き
な
感
じ
を
受
け
た
。
〔
略
〕
ジ
グ
ザ
グ
し
た
人
生
縮
図
、
或

ひ
は
人
生
模
型
図
を
生
彩
を
伴
つ
て
展
開
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
《
作
品
の
出
来
栄
え
》
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
《
井
伏
鱒

二
最
近
の
傑
作
》
だ
と
激
賞
し
て
い
く
。

い
ろ
い
ろ
な
事
件
の
う
ち
ど
れ
一
つ
も
上
ず
つ
て
書
か
れ
て
ゐ
な
い

し
、
出
来
る
だ
け
流
露
し
よ
う
と
す
る
ペ
ー
ソ
ス
を
抑
へ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
、
余
情
に
深
い
味
を
滲
み
だ
さ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
／
の

み
な
ら
ず
、
作
者
の
眼
と
駐
在
所
の
巡
査
の
立
場
と
が
よ
く
マ
ツ
チ

し
て
ゐ
る
上
に
、
背
景
を
多
甚
古
村
と
い
ふ
小
さ
な
村
に
限
つ
た
こ

と
が
、
こ
の
人
生
図
を
よ
く
象
徴
的
に
し
て
ゐ
る
。
（
七
三
頁
）

こ
う
し
た
浅
見
評
は
、
『
多
甚
古
村
』
を
め
ぐ
る
論
点
を
網
羅
的
に
顕

揚
す
る
評
言
と
な
っ
て
い
る
〔

・

・

・

・

・

・

〕
。
上

a

b

c

d

e

f

h

林
暁
「
井
伏
鱒
二
著

長
篇
多
甚
古
村
」
（
『
知
性
』
昭
一
四
・
九
）
も
同

様
で
、
《
甲
田
巡
査
と
い
ふ
、
三
十
歳
位
で
、
ま
だ
独
身
の
、
一
駐
在
巡

査
の
駐
在
日
誌
》
に
《
記
載
さ
れ
る
人
物
達
》
は
、
《
多
種
多
様
で
、
数

十
人
に
及
ん
で
ゐ
る
》
（
一
九
〇
頁
）
と
紹
介
し
た
上
で
、
上
林
は
《
そ

れ
ら
の
人
々
の
醸
し
出
す
事
件
の
大
部
分
は
、
決
し
て
牧
歌
的
と
言
へ
る

ア
フ
エ
ア

ほ
ど
暢
気
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
深
刻
な
社
会
相
の
縮
図
を
示
し
て

ゐ
る
》
の
だ
が
、
《
読
み
過
し
な
が
ら
、
或
は
読
み
終
つ
て
か
ら
、
わ
れ

〳
〵
の
頭
に
浮
ぶ
も
の
は
、
そ
の
や
う
な
深
刻
な
社
会
図
で
は
な
く
、
作

者
の
歌
声
》
だ
と
し
て
、
作
家
性
を
読
み
と
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ

が
《
現
代
く
ら
ゐ
作
家
が
自
分
の
歌
を
歌
は
な
い
時
代
は
な
い
》
状
況
下

で
、
《
何
等
の
主
張
も
立
言
も
な
く
、
只
管
人
間
の
像
を
彫
み
つ
ゞ
け
て

ゐ
る
井
伏
氏
の
作
品
は
、
現
代
に
お
い
て
最
も
信
憑
す
べ
き
作
品
》
だ
と

意
味
づ
け
る
上
林
は
、
単
行
本
化
に
よ
る
受
容
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

僕
は
「
多
甚
古
村
」
が
雑
誌
に
分
載
さ
れ
て
ゐ
た
時
分
そ
の
一
部

分
を
読
ん
で
、
あ
ま
り
に
面
白
可
笑
し
過
ぎ
は
し
な
い
か
、
作
者
の

関
心
が
そ
の
方
に
走
り
過
ぎ
て
、
従
来
の
作
品
よ
り
も
底
が
浅
く
な

つ
て
ゐ
や
し
な
い
か
と
井
伏
氏
の
た
め
に
ひ
そ
か
に
危
惧
し
て
ゐ
た

が
、
今
度
全
部
を
通
読
し
て
み
る
と
、
目
釘
は
ち
や
ん
と
打
た
れ
て

ゐ
て
、
微
動
だ
も
し
な
い
井
伏
氏
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
の
を

見
て
流
石
に
感
服
し
た
次
第
で
あ
つ
た
。
（
一
九
一
頁
）

浅
見
同
様
に
上
林
も
、
〝
わ
か
る
読
者
〟
と
し
て
網
羅
的
な
論
点
か
ら
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『
多
甚
古
村
』
を
顕
揚
し
て
い
た
〔

・

・

・

・

・

・

〕
。

a

b

c

d

e

f

h

ま
た
、
Ｓ
・

「
井
伏
鱒
二
著
『
多
甚
古
村
』
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭

A

一
四
・
一
〇
・
一
五
）
で
は
、《
「
年
の
こ
ろ
三
十
前
後
の
巡
査
」
の
駐
在

日
記
の
形
》
で
、
《
そ
こ
に
描
か
れ
て
あ
る
の
は
、
こ
の
巡
査
の
眼
で
捉

へ
た
村
の
さ
ま
ざ
ま
の
出
来
事
》
だ
と
『
多
甚
古
村
』
を
紹
介
し
な
が
ら
、

し
か
し
《
巡
査
の
眼
は
、
制
帽
の
廂
に
隠
れ
た
眼
で
は
な
く
て
、
一
個
の

丸
坊
主
の
人
間
の
眼
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
作
者
の
眼
》
だ
と
し
て
、《
井

伏
鱒
二
と
云
ふ
ユ
ニ
ー
ク
な
作
者
の
眼
が
そ
の
ま
ま
人
間
の
眼
の
広
さ
を

も
ち
、
そ
れ
が
一
巡
査
の
眼
を
借
つ
て
、
作
品
の
世
界
を
遍
照
し
て
ゐ
る
》

と
い
う
見
方
を
示
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
《
こ
の
眼
ほ
ど
厳
し
い
選
択
と

渋
滞
の
な
い
独
断
に
恵
ま
れ
た
眼
は
珍
し
く
、
そ
こ
に
、
こ
の
作
者
独
自

の
文
学
境
が
出
現
す
る
》
の
だ
と
し
て
、
《
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
通
じ

て
、
多
甚
古
村
に
交
錯
す
る
人
生
の
横
顔
が
洗
は
れ
た
や
う
な
明
徴
さ
で

描
き
出
さ
れ
て
ゐ
る
》
と
、
一
見
凡
庸
な
小
説
表
現
か
ら
《
文
学
境
》
・
《
人

生
》
を
読
み
と
り
、
《
井
伏
氏
の
文
学
の
昂
揚
》
と
位
置
づ
け
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
評
で
は
《
井
伏
氏
の
文
学
の
与
へ
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
悦
び
が
、

現
代
生
活
に
如
何
な
る
意
義
を
も
つ
か
》
（
八
面
）
と
い
う
示
唆
ま
で
が

提
示
さ
れ
る
〔

・

・

・

・

・

・

〕。

a

b

c

d

e

f

g

も
っ
と
も
、
書
評
欄
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
自
体
が
評
価
な
の
だ
か
ら
当

然
で
も
あ
る
が
、
『
多
甚
古
村
』
書
評
に
は
、
〝
わ
か
る
読
者
〟
と
し
て

の
論
点
網
羅
的
な
顕
揚
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。こ
う
し
た
評
価
ゆ
え
か
、

少
し
時
期
を
空
け
て
も
な
お
、
論
及
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い
。

大
井
廣
介
は
「
最
近
の
小
説
に
於
け
る
諸
傾
向
」
（
『
槐
』
昭
一
四
・
一

一
）
で
、『
さ
ざ
な
み
軍
記
』
と
併
せ
て
『
多
甚
古
村
』
を
《
絶
品
》
、《
井

伏
氏
以
外
の
誰
も
が
な
し
と
げ
得
な
か
つ
た
あ
る
域
に
逹
し
て
ゐ
る
》
と

評
価
し
た
上
で
、
特
に
《
文
学
的
表
現
の
特
長
に
天
才
的
な
こ
と
》
に
注

目
し
て
、《
書
い
て
も
効
果
の
な
い
も
の
、
労
し
て
そ
の
甲
斐
な
い
も
の
、

文
学
的
表
現
に
わ
づ
ら
は
し
い
も
の
、
適
し
な
い
も
の
の
一
切
合
切
が
綺

麗
さ
つ
ぱ
り
払
ひ
お
と
さ
れ
、
読
ん
で
容
易
に
豊
か
に
形
象
を
想
像
さ
せ

る
無
類
の
配
置
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
ゐ
る
》
（
八
二
頁
）
と
絶
賛
し
て
い
る

〔

・

・

〕。
《
此
の
作
者
の
近
来
の
傑
作
》
だ
と
『
多
甚
古
村
』
を

a

c

e

評
す
「
最
近
の
長
篇
小
説

完

完
璧
の
仮
構
」
（
『
帝
国
大
学
新
聞
』
昭

一
四
・
一
一
・
六
）
の
河
上
徹
太
郎
は
、
《
材
を
一
寒
村
の
若
い
巡
査
の

駐
在
日
誌
に
と
り
、
そ
の
村
の
老
若
男
女
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
人
々
の
行
状

を
写
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
世
相
と
良
識
と
詩
情
を
現
さ
う
と
し
た
も
の
》

だ
と
同
作
を
要
約
し
た
上
で
、
そ
の
《
形
式
》
が
《
わ
が
文
壇
で
ユ
ニ
ツ

ク
な
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
乍
ら
、
さ
う
か
と
い
つ
て
外
国
文
学
に
は
尚

更
類
例
の
な
い
も
の
》
で
、
《
氏
の
感
受
性
を
築
く
も
の
》
は
《
そ
の
古

風
な
無
学
な
田
舎
者
め
い
た
扮
装
に
も
関
ら
ず
、
都
会
的
で
、
文
学
的
で
、

近
代
人
の
感
覚
》
（
七
面
）
な
の
だ
と
、
〝
わ
か
る
読
者
〟
と
し
て
そ
の

特
徴
を
指
摘
す
る
〔

・

・

・

〕
。
《
創
作
を
日
常
の
こ
ゝ
ろ
の
糧

a

b

c

d

と
し
て
生
き
て
ゐ
る
人
間
に
は
、
と
き
ど
き
創
作
の
形
で
与
へ
ら
れ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
が
必
要
》
だ
と
い
う
「
長
篇
小
説
評
③
芹
澤
と
井
伏
」

（
『
都
新
聞
』
昭
一
四
・
一
一
・
二
三
）
の
青
野
季
吉
は
、《
さ
う
い
ふ
作

品
を
恵
ん
で
く
れ
る
作
家
は
滅
多
に
無
く
、井
伏
氏
な
ど
は
稀
有
な
存
在
》

だ
と
位
置
づ
け
て
、
『
多
甚
古
村
』
を
《
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
悦
び
を
あ
た

へ
る
長
篇
》
だ
と
評
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
《
一
駐
在
巡
査
の
日
記

の
形
を
と
つ
た
も
の
で
、
時
局
下
の
村
の
空
気
、
生
活
、
さ
ま
〴
〵
な
出

来
事
が
描
か
れ
、
随
筆
式
の
行
方
の
う
ち
に
統
一
の
な
い
統
一
を
見
せ
、

次
第
に
そ
の
若
い
駐
在
巡
査
の
人
柄
の
な
か
に
読
者
を
ゆ
つ
く
り
と
坐
り

込
ま
せ
る
、
至
妙
な
作
品
》
だ
と
、
や
は
り
〝
わ
か
る
読
者
〟
と
し
て
そ

の
理
解
を
示
し
な
が
ら
、
《
現
在
の
『
時
』
の
感
触
な
ど
も
、
大
上
段
に
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構
へ
た
作
品
よ
り
も
、
反
つ
て
か
ゝ
る
作
品
に
濃
厚
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る

の
は
、
皮
肉
》
（
一
面
）
だ
と
し
て
、
時
代
状
況
の
反
映
ま
で
を
読
み
と

っ
て
い
る
〔

・

・

・

・

・

〕
。
他
に
、
宇
野
浩
二
が
「
文

a

b

c

d

e

g

芸
時
評
【

】
井
伏
、
高
見
の
市
井
人
」（
『
読
売
新
聞
』
昭
一
四
・
一
二

2

・
二
七
）
で
、《
井
伏
鱒
二
と
高
見
順
の
作
品
》
に
、《
そ
の
味
は
ま
つ
た

く
違
ふ
が
、
持
ち
味
を
賞
味
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
共
通
す
る
も
の
》
を
見
出

し
て
は
《
好
ん
で
「
市
井
の
人
」
を
題
材
に
す
る
事
》
に
ふ
れ
、
井
伏
に

関
し
て
は
『
多
甚
古
村
』
と
『
集
金
旅
行
』
を
例
示
し
、
《
井
伏
は
井
伏

流
の
見
方
で
、
外
か
ら
、
書
き
、
高
見
は
、
高
見
流
の
見
方
で
、
内
か
ら
、

書
く
》
（
六
面
）
と
指
摘
し
て
い
る
〔

・

・

〕。
こ
う
し
た
、
個
別

a

c

f

の
論
点
に
ふ
れ
た
『
多
甚
古
村
』
評
に
お
い
て
も
、
初
出
「
多
甚
古
村
」

連
作
～
単
行
本
『
多
甚
古
村
』
の
論
点

～

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

a

h

ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
の
評
価
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。

以
上
を
総
じ
て
、
本
稿
Ⅱ
・
Ⅲ
で
検
討
し
た
一
連
の
同
時
代
評
が
、
言

表
の
前
提
と
し
て
ゆ
る
や
か
に
共
有
し
て
い
た
の
は
、
一
見
凡
庸
な
、
し

か
し
〝
わ
か
る
読
者
に
は
わ
か
る
／
わ
か
ら
な
い
読
者
に
は
わ
か
ら
な
い

〟
『
多
甚
古
村
』
の
小
説
表
現
を
前
に
、
評
者
＝
読
者
が
自
身
を
〝
わ
か

る
読
者
〟
へ
と
卓
越
化
し
な
が
ら
、
同
作
へ
の
賛
辞
を
連
ね
て
い
く
と
い

う
言
表
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
《
僕
は
多
読
の
方
で
は

な
い
の
で
よ
く
判
り
ま
せ
ん
が
》
と
謙
遜
し
な
が
ら
田
畑
修
一
郎
が
「
井

伏
氏
そ
の
他
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
昭
一
四
・
一
二
）
に
お
い
て
《
あ
ま
り

目
立
つ
こ
と
な
し
に
根
の
あ
る
仕
事
を
し
た
の
は
井
伏
鱒
二
氏
の
「
多
甚

古
村
」
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
》
（
四
‐
五
頁
）〔

〕
と
し
た
言
表
に
し

a

て
も
、
《
井
伏
鱒
二
は
当
代
稀
れ
に
見
る
作
家
》
だ
と
断
じ
る
林
房
雄
が

「
「
我
」
と
小
説

─
文
芸
時
評

─
」
（
『
文
学
界
』
昭
一
五
・
二
）
で

《
「
多
甚
古
村
」
を
昨
年
度
の
最
高
傑
作
と
し
て
推
す
。
文
学
に
オ
リ
ム

ピ
ツ
ク
が
あ
る
な
ら
ば
、
「
多
甚
古
村
」
を
選
手
と
し
て
出
す
》
（
一
五
九

頁
）〔

〕
と
し
た
言
表
に
し
て
も
、
等
し
く
共
有
さ
れ
て
い
る
。

a

こ
う
し
た
、
一
見
凡
庸
な
『
多
甚
古
村
』
の
小
説
表
現
の
紙
背
に
、
〝

わ
か
る
読
者
〟
と
し
て
読
み
と
っ
た
芸
術
性
の
読
解
＝
言
表
こ
そ
が
、
先

に
あ
げ
た
論
点
を
支
え
、
一
連
の
井
伏
評
価
を
産
出
し
て
い
く
基
底
と
な

っ
た
、
「
多
甚
古
村
」
‐
『
多
甚
古
村
』
受
容
を
通
じ
て
顕
在
化
し
た
最

大
の
特
徴
な
の
だ
。
逆
に
い
え
ば
、
本
稿
で
の
同
時
代
評
調
査
・
分
析
の

限
り
で
は
、
「
多
甚
古
村
」
‐
『
多
甚
古
村
』
評
を
通
じ
て
、
当
時
の
文

学
場
に
お
け
る
論
題
と
の
直
接
的
な
切
り
結
び
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

ト
ピ
ツ
ク

む
し
ろ
、
文
学
場
で
の
文
脈
・
動
向
以
前
に
、
本
稿
で
検
証
し
て
き
た
〝

、
、

わ
か
る
読
者
〟
の
顕
在
化
‐
受
容
の
変
容
こ
そ
が
、
井
伏
を
〝
流
行
作
家

〟
へ
と
お
し
あ
げ
て
い
っ
た
基
底
的
な
要
因
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ

〝
わ
か
る
読
者
〟
に
よ
る
支
持
の
顕
在
化

本
稿
冒
頭
で
掲
げ
た
問
い

─
井
伏
鱒
二
は
、
い
つ
・
何
（
作
品
）
を

契
機
と
し
て
〝
流
行
作
家
〟
と
な
っ
た
の
か
、
（
戦
後
か
ら
の
ま
な
ざ
し

で
は
な
く
）
同
時
代
の
視
座
か
ら
み
た
時
、
『
多
甚
古
村
』
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か

─
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
稿
Ⅱ

・
Ⅲ
で
の
検
証
を
通
じ
て
、
「
多
甚
古
村
」
‐
『
多
甚
古
村
』
の
発
表
‐

受
容
を
契
機
と
し
て
、
昭
和
一
四
年
に
井
伏
鱒
二
が
〝
流
行
作
家
〟
へ
と

変
貌
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
論
点

～

に
即
し
て
明
ら
か
に
で
き
た
。

a

h

そ
の
上
で
、
「
多
甚
古
村
」
受
容
に
特
徴
的
な
、
〝
わ
か
る
読
者
〟
に

よ
る
支
持
は
い
か
に
し
て
成
立
し
た
も
の
か
、
と
い
う
新
た
な
課
題
が
浮

上
す
る
。
こ
の
問
い
に
直
接
こ
た
え
る
準
備
は
な
い
が
、
足
が
か
り
は
築

い
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
、
《
井
伏
鱒
二
の
「
多
甚
古
村
」
は
面
白
い
》
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と
断
じ
る
、
小
林
秀
雄
、「
長
篇
小
説
評
（

）
井
伏
鱒
二
の
本
領
」（
『
東

3

京
朝
日
新
聞
』
昭
一
五
・
一
・
一
六
）
を
次
に
引
い
て
お
く
。

多
甚
古
村
と
い
ふ
村
は
、
『
某
氏
の
句
に
「
干
潟
に
は
さ
ゞ
ら
波
、

梅
の
村
に
入
る
」
と
い
ふ
の
が
あ
つ
て
、
ま
だ
梅
は
咲
か
な
い
が
、

や
が
て
咲
け
ば
、
そ
の
句
は
多
甚
古
村
の
一
部
の
景
色
に
そ
つ
く
り

あ
て
は
ま
る
』
さ
う
い
ふ
村
で
十
分
で
あ
り
、
登
場
人
物
す
べ
て
単

純
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
単
純
化
と
言
つ
て
も
概
念
化
で
は
な
く
〔
略
〕

独
特
な
手
法
で
行
は
れ
、
之
は
修
練
の
末
の
手
法
で
あ
る
か
ら
、
文

章
は
一
見
軽
そ
う
で
目
方
は
あ
る
の
で
あ
る
。
井
伏
氏
は
「
ジ
ョ
ン

万
次
郎
」
の
漂
流
談
で
直
木
賞
を
得
た
が
、
通
俗
小
説
家
に
は
な
れ

な
い
人
で
あ
る
。
こ
の
人
の
な
か
に
あ
る
詩
人
が
許
さ
な
い
。
（
七

面
）

こ
こ
で
小
林
は
、
《
一
見
》
・
《
人
は
直
ぐ
言
ひ
た
が
る
が
》
と
い
っ
た

レ
ト
リ
ッ
ク
を
用
い
て
表
面
的
な
井
伏
理
解
を
排
し
な
が
ら
、
自
ら
を
〝

わ
か
る
読
者
〟
へ
と
卓
越
化
し
た
上
で
、
内
容
よ
り
は
書
き
方
＝
《
手
法
》

を
論
じ
、
そ
の
紙
背
に
《
詩
人
》
た
る
エ
ッ
セ
ン
ス
を
見
抜
い
て
い
く
〔

、
、
、
、
、
、

a

・

・

・

・

〕。
す
で
に
小
林
は
、
「
定
説
是
非

井
伏
鱒
二
の
作

b

c

d

e

品
に
就
い
て
（
一
）
～
（
三
）
」（
『
都
新
聞
』
昭
六
・
二
・
二
四
～
二
六
）

に
お
い
て
、
同
様
の
論
法
で
井
伏
評
価
を
示
し
て
い
た
。
《
作
品
を
読
む

人
々
は
、
各
自
の
力
に
応
じ
て
作
者
が
作
品
に
盛
つ
た
夢
を
辿
り
ま
す
》

と
い
う
前
提
を
示
し
た
上
で
、
《
井
伏
鱒
二
の
作
品
は
、
み
な
洵
に
平
明

素
朴
な
外
観
を
呈
し
て
を
り
ま
す
、
か
う
い
ふ
外
観
を
呈
し
て
ゐ
る
作
品

は
、
深
く
辿
る
余
地
が
な
い
様
に
思
は
れ
勝
な
も
の
で
、
事
実
、
彼
の
作

品
に
対
す
る
世
評
は
み
な
、
こ
の
平
明
素
朴
と
み
る
世
間
に
展
開
さ
れ
て

ゐ
る
》（
二
四
日
、
一
面
）
と
整
理
す
る
。
さ
ら
に
、
井
伏
の
文
章
が
《
大

変
乙
に
絡
ん
だ
も
の
で
す
、
意
識
的
に
、
隅
々
ま
で
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
》

こ
と
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

人
々
は
、
彼
の
文
章
の
複
雑
を
見
な
い
の
で
せ
う
か
。
そ
り
や
見

な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
、
少
し
注
意
す
れ
ば
、
厭
応
な
く
眼
に
映
る

の
で
す
か
ら
。
併
し
、
つ
ま
り
は
見
な
い
の
と
同
じ
事
に
な
る
の
で

す
、
と
言
ふ
の
は
、
彼
が
文
字
を
あ
や
つ
ゝ
て
ゐ
る
手
元
を
少
し
も

見
よ
う
と
し
な
い
か
ら
で
す
。
手
元
を
み
な
い
か
ら
、
彼
の
文
章
の

独
特
な
機
構
を
ナ
ン
セ
ン
ス
と
断
じ
て
了
ふ
の
で
す
。
も
つ
と
簡
明

な
言
葉
で
申
す
な
ら
、
彼
の
独
特
な
文
字
を
彼
の
心
の
機
構
と
し
て

辿
ら
ず
に
、
単
な
る
装
飾
と
み
て
了
ふ
の
で
す
。（
二
五
日
、
一
面
）

こ
こ
で
小
林
は
、
井
伏
の
小
説
を
対
象
と
し
な
が
ら
、
読
者
の
非
を
難

じ
て
い
る
。
〝
わ
か
る
読
者
に
は
わ
か
る
／
わ
か
ら
な
い
読
者
に
は
わ
か

ら
な
い
〟
と
い
う
二
分
法
は
、
実
は
同
一
の
作
品
に
対
す
る
、
二
様
の
読

者
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
だ
。
従
っ
て
、
本
稿
の
検
証
に
即
せ
ば
、
小

説
表
現
の
変
質
に
伴
っ
て
受
容
が
変
じ
た
の
で
は
な
く
、
同
一
の
小
説
表

現
に
対
し
て
受
容
の
仕
方
が
変
じ
た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
何
し
ろ
、

戦
後
に
中
村
光
夫
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
《
三
十
数
年
の
あ
ひ
だ
、
氏
ほ

ど
一
貫
し
て
変
ら
ぬ
作
風
の
人
は
他
に
ゐ
な
い
》（

十
五
）

ほ
ど
な
の
だ
か
ら
。

時
期
を
下
っ
て
「
直
木
三
十
五
賞
経
緯
」（
『
文
藝
春
秋
』
昭
一
三
・
三
）

も
参
照
し
て
み
れ
ば
、
大
佛
次
郎
の
《
終
始
、
人
生
に
対
す
る
作
家
の
瞳

が
行
間
に
輝
い
て
ゐ
る
》
、
小
島
政
二
郎
の
《
行
間
に
聞
え
る
井
伏
君
の

息
使
ひ
に
、
僕
は
詩
を
感
じ
、
詩
人
を
垣
間
見
た
》
（
三
六
二
頁
）
と
い

う
評
言
が
読
ま
れ
る
。
い
ず
れ
も
一
見
凡
庸
な
様
相
を
呈
し
た
井
伏
の
小

説
表
現
に
対
し
て
、
〝
わ
か
る
読
者
〟
と
し
て
芸
術
的
に
卓
越
し
た
何
か
、
、

を
見
出
す
と
い
う
語
り
方
に
な
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
戦
前
期
の
井
伏
と
は
、
少
な
く
と
も
昭
和
初
年
代
か

ら
〝
わ
か
る
読
者
〟
の
間
で
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
が
、
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「
多
甚
古
村
」
‐
『
多
甚
古
村
』
を
契
機
と
し
て
、
前
景
化
し
て
い
く
こ

と
で
〝
流
行
作
家
〟
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
別
言
す
る
な
ら
ば
、
「
多

甚
古
村
」
‐
『
多
甚
古
村
』
を
契
機
と
し
て
、
井
伏
に
関
し
て
、
自
ら
を

〝
わ
か
る
読
者
〟
だ
と
言
明
す
る
評
者
が
増
え
、
そ
う
し
た
言
表
の
集
積

が
、
井
伏
作
品
に
対
す
る
受
容
モ
ー
ド
の
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
だ
。

な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
の
契
機
が
昭
和
一
四
年
の
「
多
甚
古
村
」
‐
『
多
甚

古
村
』
だ
っ
た
の
か
。
本
稿
の
域
を
こ
え
る
こ
の
難
問
に
際
し
て
こ
そ
、

改
め
て
同
時
代
の
文
学
場
に
お
け
る
複
数
の
文
脈
（
の
交
錯
）
へ
と
視
野

を
広
げ
る
必
要
が
生
じ
る
は
ず
だ
。
そ
の
際
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た

大
衆
文
学
、
風
俗
小
説
、
農
民
文
学
、
国
民
文
学
等
々
に
く
わ
え
、
文
化

統
制
‐
検
閲
の
進
行
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
何
し
ろ
、
井
伏
の
書

法
に
よ
れ
ば
、
表
面
的
に
は
書
か
な
い
こ
と
が
読
ま
れ
得
る
の
だ
か
ら
。

［
注
］

（
一
）
滝
口
明
祥
「
「
純
文
学
」
作
家
の
直
木
賞
受
賞

―
『
ジ
ヨ
ン
万
次
郎
漂

流
記
』
か
ら
『
多
甚
古
村
』
へ
」（
『
井
伏
鱒
二
と
「
ち
ぐ
は
ぐ
」
な
近
代

漂
流
す
る
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
新
曜
社
、
平
二
四
）、
一
八
五
頁
。

（
二
）
東
郷
克
美
「
「
多
甚
古
村
」
の
周
辺

─
谷
間
か
ら
海
辺
へ
」
（
『
井
伏
鱒

二
と
い
う
姿
勢
』
ゆ
ま
に
書
房
、
平
二
四
）、
一
二
八
頁
。

（
三
）
寺
田
透
「
井
伏
鱒
二
論
」（
『
批
評
』
昭
二
三
・
三
）、
一
一
七
頁
。

（
四
）
杉
浦
明
平
「
庶
民
文
学
の
系
譜

―
井
伏
鱒
二
に
つ
い
て

―
」（
『
午
前
』

昭
二
四
・
二
）、
一
一
四
頁
。

（
五
）
佐
々
木
基
一
「
解
説
」（
井
伏
鱒
二
『
多
甚
古
村
』
岩
波
書
店
、
昭
三
一
）
、

一
八
七
‐
一
八
八
、
一
九
〇
頁
。

（
六
）
中
村
光
夫
「
井
伏
鱒
二
論
（
一
）

─
自
然
と
人
生

─
」（
『
文
学
界
』

昭
三
二
・
一
〇
）、
一
九
三
頁
。

（
七
）
杉
森
久
英
「
解
説
」
（
井
伏
鱒
二
『
多
甚
古
村
』
角
川
書
店
、
昭
三
二
）
、

一
八
〇
頁
。

（
八
）
田
辺
健
二
「
『
多
甚
古
村
』
論
」（
『
近
代
文
学
試
論
』
昭
四
七
・
九
）
、
三

三
頁
。

（
九
）
前
田
貞
昭
「
二
つ
の
「
多
甚
古
村
」

─
日
中
全
面
戦
争
下
の
井
伏
鱒
二

─
」（
『
近
代
文
学
試
論
』
昭
五
九
・
一
二
）、
五
三
‐
五
四
頁
。

（
十
）
山
田
有
策
「
『
多
甚
古
村
』

─
古
く
て
変
ら
な
い
世
界

─
」
（
『
解
釈

と
鑑
賞
』
平
二
・
六
）、
一
二
五
頁
。

（
十
一
）
注
（
一
）
に
同
じ
、
一
九
三
‐
一
九
四
頁
。

（
十
二
）
滝
口
明
祥
「
戦
時
下
に
お
け
る
「
世
相
と
良
識
」

─
『
多
甚
古
村
』
」

（
同
前
）、
二
二
七
‐
二
二
八
頁
。

（
十
三
）
東
郷
克
美
「
解
説
」
（
井
伏
鱒
二
『
徴
用
中
の
こ
と
』
中
公
文
庫
、
平

一
七
）
に
、
《
今
日
み
る
井
伏
文
学
総
体
の
鬱
然
た
る
印
象
は
、
量
質
と
も

に
戦
後
の
作
品
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
》
（
三
七
四
頁
）
と
い
う

指
摘
が
あ
る
。

（
十
四
）
堀
部
功
夫
「
多
甚
古
村
」（
東
郷
克
美
編
『
井
伏
鱒
二
の
風
貌
姿
勢
〔
『
解

釈
と
鑑
賞
』
別
冊
〕
』、
平
一
〇
・
二
）、
二
三
〇
頁
。

（
十
五
）
注
（
六
）
に
同
じ
、
一
九
三
頁
。

［
付
記
］

原
則
と
し
て
、
初
出
の
「
多
甚
古
村
」
は
一
重
括
弧
、
単
行
本
は
二
重
括
弧
表

記
と
し
て
区
別
し
た
。
な
お
、
本
研
究
はJ

S
P
S

科
研
費

1
5
K
0
2
2
4
3

の
助
成
を
受

け
た
も
の
で
す
。

（
ま
つ
も
と

か
つ
や
・
神
奈
川
大
学
外
国
語
学
部
教
授
）


